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従来のビデオ会議 
ビデオ会議は、初期の段階では高価で複雑なテクノロジー的な好奇心からスタートし、現在で

は費用対効果が高く、信頼性の高い、毎日何億人もの人々に利用されるコアビジネスツールへ

と進化してきました。 

従来、ほとんどの会議室（グループ）ビデオ会議システムは、同じ言語、つまり通信「規格」

と呼ばれる言語を使用していました。 ビデオ会議システムは、SIPや H.323などの規格に準拠

することで互いに通信し、バックエンドのビデオ会議プラットフォーム（通話サービス、ビデ

オブリッジ、ゲートウェイ、登録システムなど）に接続できます。 

ほぼすべてのビデオ会議システムが同じ規格に準拠していたため、これらのビデオ会議システ

ムを購入するお客様は、ビデオ会議プラットフォームとの相互運用性や互換性についてそこま

で深く考えずに済んでいました。 

また、お客様は、これらのビデオ会議システムで動作するオペレーティングシステムやソフト

ウェアについてあまり考えることはありませんでした。その理由の 1つとして、そもそも選択

の余地がなかったからです。 ビデオ会議システムを購入すると、そのベンダーのハードウェ

ア、ベンダーが選択したオペレーティングシステム、そしてベンダーのコラボレーションソフ

トウェアが付属していました。 

今日では、状況は大きく異なっています。 

プラットフォームがすべて 
数多くの企業が、ビデオ会議などの豊富な機能を備えたコミュニケーションツールを、従業員

がデスクトップ、ノート PC、モバイルデバイス上で利用できるようにしています。  

さまざまな理由（拡張性、使いやすさ、機能セットなど）から、ほとんどの企業では、従業員

へのコミュニケーション機能とビデオ会議機能の導入を拡大するのに、クラウドプラットフォ

ームを採用しました。  

やがて、ユーザーはプラットフォームプロバイダーが提供するコミュニケーションソフトウェ

アに慣れ、今では会議室でも同じ体験（外見、操作性、ワークフローなど）を期待するように

なりました。 

そこで、一部のクラウドサービスプロバイダーは、自社のコミュニケーションソフトの「会議

室対応版」を開発しました。 これらのプロバイダーは、ソフトウェアの導入を容易にするため

に、Windowsや Androidを搭載したサードパーティーのハードウェアと互換性を持つ会議室用

ソフトウェアを設計しました。 

世界中の企業が、次の表に示すようなコミュニケーションプラットフォームプロバイダーの

Windowsおよび Androidのソフトウェアを使用して、会議室をビデオ対応にしています。 

 

http://www.reconres.com/
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会議室用ソフトウェア Windows Android 
BlueJeans Rooms X X 

Dialpad Meetings  X 

GoToRoom  X 

Microsoft Teams Rooms（MTR） X X 

Pexip Room  X 

RingCentral Rooms  X 

StarLeaf Room  X 

Tencent Meeting Rooms  X 

Zoom Rooms（ZR） X X 

図 1：会議室用ビデオ会議ソフトウェア（および対応オペレーティングシステム） 

最適なオペレーティングシステムの選択 
会議室にソフトウェアソリューションを導入しようと考えているお客様は、まず、ご希望のコミ

ュニケーションプラットフォーム（Microsoft Teams、Zoomなど）を選択する必要があります。 

上記のように、Android対応の会議室用ソフトウェアのみを提供しているプロバイダー

（GoToRoom、RingCentral、Pexipなど）もあれば、Windowsと Androidの両方に対応している

プロバイダーもあります。 

選択したプラットフォームプロバイダーの会議室用ソフトウェアが 1つのオペレーティングシ

ステムにしか対応していない場合、可能な選択肢としては、対応しているオペレーティングシ

ステムを受け入れるか、プロバイダーが他のオペレーティングシステムに対応するまで待つ

か、あるいは別のコミュニケーションプラットフォームを選択するか、に限られます。 

ただし、お客様が希望するプロバイダーが、Windowsと Androidの両方に対応した会議室用ソ

フトウェアを提供している場合や、お客様がコミュニケーションプラットフォームをまだ選択

していない場合は、いくつかの決断を迫られることになります。 

このセクションでは、IT管理者が会議室ビデオシステムにWindowsと Androidのどちらを採用

するかを選択する際に考慮すべき重要な項目についていくつか説明します。1 

デバイスのフォームファクター - Windowsビデオシステムでは、通常、ミニ PCフォームファク

ターと USBマイク、カメラ、スピーカーを使用します。 一方、Androidビデオシステムは、マ

イク、スピーカー、カメラを内蔵した一体型（ビデオバー）フォームファクター、または USB

マイク、カメラ、スピーカーを使用するミニ PCフォームファクターのスタンドアロンデバイ

スがあります。 

簡単で迅速な設置が可能 – 一体型（ビデオバー）システムは、USBマイク、スピーカー、カメ

ラを使用するシステムよりも、設置が迅速で簡単になる傾向があります。 

                                                           
1 Windowsと Androidの両方のビデオシステムを用いるハイブリッドな導入も一般的です。 

http://www.reconres.com/
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対応する会議室のサイズ/タイプ – 一体型（ビデオバー）システムは、小、中規模の会議室に最

適です。一方、外部 AVアクセサリー（マイク、スピーカー、カメラなど）を使用するデバイ

スは、より柔軟で、あらゆる会議室のサイズやタイプに対応することができます。2 

同等の機能の提供 - プラットフォームベンダーによっては、あるオペレーティングシステムを

他のオペレーティングシステムよりも優先する場合があります。 たとえば、Microsoftは、

Microsoft Teams Rooms（MTR）で異なるオペレーティングシステムに同等の機能を提供するこ

とを約束していますが、一部の機能は Androidよりも先にWindowsに搭載される可能性が高く

なっています。 

有線コンテンツ共有 - 通常、Windowsビデオシステムは、有線コンテンツ共有を可能にするた

めに追加のハードウェア（例：ロジクール Tapコントローラ）が必要ですが、Androidデバイス

では多くの場合、HDMIまたは USB接続（またはその両方）を使用するだけで有線コンテンツ

共有を行うことができます。3 

BYODサポート - BYOD（Bring Your Own Device）のサポートにより、ユーザーは自分のノート PC

を会議室ビデオシステムに接続し、ビデオシステムのマイク、スピーカー、カメラを「借用」し

て、ノート PCで実行しているコラボレーションアプリケーションで使用することができます。  

Windowsビデオシステムは通常、外付けのビデオ、オーディオ、USBスイッチングデバイス

（例：ロジクール Swytch）なしでは BYODをサポートしませんが、ほとんどの Androidベース

のビデオシステムでは、そのままで BYODをサポートします。5 

セキュリティの懸念 - Windowsと Androidのビデオシステムは、どちらも攻撃に対して脆弱で

す。 専門家の中には、Androidは Linuxの伝統を継承しているため、より安全であると考える人

もいます。 また別の専門家は、ハッカーはモバイル OS（例：Androidと iOS）を標的にするこ

とが多く、悪者が Androidデバイスにアクセスすると、通常はそのデバイス上のすべてのアプ

リケーションとデータにアクセスできるようになると指摘しています。 一部のビデオ会議ハー

ドウェアベンダーは、システムセキュリティを強化するために、基盤となるオペレーティング

システムを修正したバージョンを使用しています。 

オペレーティングシステム（OS）へのアクセス – Windowsシステムでは、通常、追加のソフト

ウェア（ウイルス/マルウェアチェッカー、その他のセキュリティソフトウェアなど）のインス

トールや、構成設定（ファイアウォールのルールなど）へのアクセスを許可しています。一

方、Androidベースのビデオシステムは、通常は追加ソフトウェアのインストールや構成設定へ

のアクセスをすることができなくなっています。 一部の企業、特にセキュリティを重視する大

企業にとって、これは大きなメリットとなる可能性があります。 

システム管理 – Windowsベースのデバイスも Androidベースのデバイスも、最新かつ安全な状

態を維持するために、ある程度の積極的な管理が必要です。  

                                                           
2 一部のビデオバー（例：ロジクール Rally Bar）は、外付けマイクを使用することで、より大きな会議室に対応する

ことができます。 

3 有線コンテンツ共有や BYODのサポートも、ビデオシステムで使用されている通話プラットフォームによっても異

なります。 

http://www.reconres.com/
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- Windowsシステムは通常、標準の IT管理ツール（SCCM、Intune/Microsoft Endpoint 

Manager、リモートデスクトップなど）を使用して管理できます。  

ただし、これらのシステムでは、システムの大部分に対して頻繁で時間のかかる更新

（たとえば、デバイスのファームウェア、オペレーティングシステム、システムおよび

デバイスドライバ、コラボレーションアプリケーションなど）が必要なことが多いで

す。 このような更新は、一般的なユーザーでは手に負えないことが多いです。 

- Androidベースのビデオシステムは、一般的に更新が容易で迅速ですが、通常はベンダ

ーの管理プラットフォームまたはポータルが必要です。 

プラットフォームの柔軟性 - Androidビデオシステムでは、デフォルトの通話（ビデオ）プラッ

トフォームから別のプラットフォームへ比較的迅速かつ容易に変更できます。 Windowsでは、

このような変更はより複雑で時間がかかります。 

総所有コスト（TCO） - 会議室ビデオ会議の分野では、TCOには次のようなコストを含む多数の

要素が含まれます。 

- ビデオ会議システムのハードウェア 

- 継続的なデバイスサポートとメンテナンスパッケージ 

- ソフトウェアライセンス（オペレーティングシステムライセンス、アンチウイルスソフ

トウェアなど） 

- サービス料金（例：月々の通話プラットフォーム料金） 

- AV周辺機器（マイク、スピーカー、カメラなど） 

- バックエンドの監視または管理（製品とサービス） 

  

http://www.reconres.com/
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Windowsと Android - 両者を比較 
次の表では、Windowsと Androidの会議室ビデオ会議システムの一般的な違いについて説明し

ます。 

対象分野 Windows Android コメント 

デバイスのフォーム

ファクター 

ミニ PCフォーム

ファクター+AV

（USB）周辺機器 

一体型 

（ビデオバー） 

 

ミニ PCフォームファ

クター+AV周辺機器 

注 - 一部例外があります。  

（たとえば、Microsoft Surface Hubは一体型

のWindowsベースの会議室ソリューション

です。） 

導入のしやすさ 中 高 

Windowsビデオシステムの設置と構成には、

通常、比較的多くの時間と専門知識が必要で

す。 

対応する会議室のサ

イズとタイプ 

小会議室 

中 

大会議室 

小会議室 

中 

大会議室 

主にフォームファクターによって異なります。 

 

ビデオバーは、小、中規模の会議室に最適で

す。 ミニ PCフォームファクター（Windows

または Android）は、あらゆる会議室のサイ

ズやタイプに対応できます。 

同等の機能の提供 
プラットフォーム

による 

プラットフォームに

よる 

プラットフォームベンダーによっては、他の

オペレーティングシステムよりもあるオペレ

ーティングシステムを優先する場合がありま

す。他の OSよりもある OSを優先 

有線コンテンツ共有 
追加のハードウェ

アが必要 

通常は HDMIまたは

USBによるコンテン

ツ共有をサポート 

有線コンテンツ共有機能は、使用しているデ

バイスや通話プラットフォームに依存しま

す。 

BYODサポート 

外付け AV、USB

スイッチングデバ

イスが必要 

通常、初期状態でサ

ポート 

BYODサポートは、使用するデバイスと通話

プラットフォームに依存します。 

セキュリティ上の懸

念 
中 中 

それぞれのオペレーティングシステムに長所

と短所があります。 企業によっては、他の

選択肢と比較して優先したいオペレーティン

グシステムがある可能性があります。 

オペレーティングシ

ステム（OS）の問題 
高 低 

Windowsシステムでは通常、管理者が OSに

アクセスし、必要に応じて追加のソフトウェ

アをインストールできます。 

システム管理 
標準的な ITツー

ルの使用 

ベンダーの利用 

ツール 

Windowsシステムは通常、Androidよりも頻

繁で「大規模」な更新が必要です。 

プラットフォームの

柔軟性 
弱 強 

Androidシステムでは、Windowsシステムよ

りも会議室プラットフォームをすばやく簡単

に切り替えられます。 

総保有コスト

（TCO） 

比較的高い（通

常） 

比較的低い 

（通常） 

TCOには、ハードウェア、ライセンス、AVア

クセサリー、管理などのコストが含まれます。 

図 2：会議室ビデオシステム - Windowsのアプローチ vs.Androidのアプローチの比較  

http://www.reconres.com/
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注目のソリューション 
本調査のスポンサーであるロジクールは、小、中、大規模の会議室で使用するWindowsと

Androidのビデオ会議システムやアクセサリーのポートフォリオを提供しています。 

USBビデオシステム 

MeetUpは、4Kカメラ、3エレメントのビームフォーミングマイクアレイ、カスタム調整済みス

ピーカーを搭載した USBビデオバーで、小規模な会議室での利用を想定して設計されています。 

 

図 3：ロジクール Tapコントローラを含む Windows Microsoft Teams Roomsバンドルのロジクール MeetUp 

Rally Plusは、4K電動式パン/チルト/ズームカメラ、スピーカー2台、マイクポッド 2台を搭載し

たモジュール式のビデオ会議システムです。 Rally Plusは最大 7台のマイクポッドに対応します。 

 

図 4：ロジクール Tapコントローラを含む Zoom Roomsバンドルのロジクール Rally Plus 

MeetUpと Rally Plusは、Windows、Android、BYOD環境で使用できます。 

- Windows - これらのソリューションは、Lenovo、HP、Intel、Dellなどのロジクールパート

ナーの PC上で動作するMicrosoft Teams Roomsと Zoom Roomsシステムで使用できます。 

- Android - これらのソリューションは、現在いくつかのクラウドプラットフォーム（例：

Pexip、RingCentral Rooms、Zoom Rooms）に対応している Androidアプライアンスであ

る、ロジクール RoomMateでも使用することができます。4 

                                                           
4 RoomMateは 2021年 11月下旬に出荷を開始しました。 Recon Researchでは、近い将来、RoomMateが追加の通話

プラットフォーム（例：Microsoft Teams） に対応することを期待しています。 

http://www.reconres.com/
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/conference-cameras/meetup-conferencecam.960-001103.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/rally-ultra-hd-conferencecam.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/roommate.950-000092.html
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- BYOD – これらのソリューションは、あらゆるコラボレーションアプリケーションを実行

しているユーザーのノート PC用のマイク、スピーカー、カメラとして機能します。 

Androidビデオバー 

Rally Bar Miniは、小、中規模の会議室での使用を想定し、4Kカメラ、6エレメントのビームフ

ォーミングマイクアレイ、スピーカー2台を搭載した Androidビデオバーです。 また、Rally Bar 

Miniは、最大 2台の拡張マイクをサポートしています。 

 

図 5：ロジクール Rally Bar Miniと Tapコントローラ 

Rally Barは、中、大規模の会議室での使用を想定した、4Kカメラ、6エレメントのビームフォ

ーミングマイクアレイ、スピーカー2台を搭載した Androidビデオバーです。 Rally Barは、最

大 3台の拡張マイクをサポートし、さらに大きな会議室に対応するためにスピーカーブースト

モードも提供します。 

 

図 6：ロジクール Rally Barと Tapコントローラ 

Rally Bar Miniと Rally Barは、Windows、Android、BYOD環境でも使用できます。 

- Android - これらのソリューションは、多数の通話プラットフォームをネイティブで対応

しています（以下のロゴを参照）。 

 

- Windows - Microsoft Teams Roomsまたは Zoom Roomsを実行しているWindows PCに接続

して使用することもできます。 

- BYOD – これらのソリューションは、あらゆるコラボレーションアプリケーションを実行

しているユーザーのノート PC用のマイク、スピーカー、カメラとして機能します。 

以下の表は、ロジクールのビデオ会議システムが対応する会議室のサイズと使用事例

（Android、Windows、BYOD）を示しています。 

 

 

http://www.reconres.com/
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/rallybarmini.960-001346.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/rallybar.960-001330.html
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 会議室のサイズ Android Windows BYOD 

MeetUp 小会議室 
○ - ロジクール

RoomMateを使用 

○ - Windows PCへの

USB接続 

○ - ユーザーのノート

PCへの USB接続 

Rally Plus 中会議室/大会議室 
○ - ロジクール

RoomMateを使用 

○ - Windows PCへの

USB接続 

○ - ユーザーのノート

PCへの USB接続 

Rally Bar Mini 小会議室/中会議室 
○ - 内蔵 Android コン

ピュータを使用 

○ - Windows PCへの

USB接続 

○ - ユーザーのノート

PCへの USB接続 

Rally Bar 中会議室/大会議室 
○ - 内蔵 Android コン

ピュータを使用 

○ - Windows PCへの

USB接続 

○ - ユーザーのノート

PCへの USB接続 
 

図 7：ロジクールのビデオシステム（会議室のサイズと使用事例に関する情報付き） 

ロジクールは、Windowsと Androidのビデオシステム向けに 2種類のタッチコントローラも提供

しています。 ロジクール Tapは、有線コンテンツ共有のための HDMI入力をサポートする USB

タッチコントローラであり、Tap IPは PoE搭載の Androidベースのタッチコントローラです。 

ロジクールは最近、Androidベースの会議室用スケジューリングパネルである Tap Schedulerを

発表しました。 

ロジクール Tapや Tap IPコントローラ、および Tap Schedulerなどのロジクールの会議室用ビデ

オ会議製品はすべて、同社のクラウドベースのモニタリングと管理ポータルであるロジクール 

Syncを使って管理できます。 

結論 
従来のビデオシステムでは、標準規格に準拠したビデオ通話に対応するために、独自のハード

ウェアとソフトウェアを使用していました。 これらのシステムでは、基盤となるオペレーティ

ングシステムはお客様にとって重要性はほとんどありませんでした。 

今日、多くの組織がコミュニケーションプラットフォームプロバイダーのビデオ会議ソフトウ

ェア（Microsoft Teams Rooms、Zoom Roomsなど）を会議室に導入しています。 これらのソフ

トウェアソリューションの一部は、Windowsと Androidの両方に対応しているものもあるた

め、IT管理者はどちらのオペレーティングシステムを導入するかを選択する必要があります。 

IT管理者は、OSやビデオシステムを決定する際、対応するソフトウェアプラットフォームの

幅、利用可能なデバイスのフォームファクターと対応する会議室のサイズ、設置の容易さや迅

速性、操作性、機能セット、セキュリティの問題と ITポリシー、デバイス管理オプション、総

所有コストなど、さまざまな項目を考慮しなければなりません。 

本調査のスポンサーであるロジクールは、AndroidベースおよびWindows対応のビデオ会議ソ

リューションとバンドルを、小、中、大会議室向けにさまざまなフォームファクターで提供し

ています。 これらのソリューションは、幅広い通信プラットフォームに対応しています。 

Recon Researchチームは、これらのロジクールソリューションの大部分をラボで、また日常業

務の一環としてテストし使用しており、これらの製品がスペックどおりの機能を果たしている

ことを身近で実感しています。 

組織において、会議室をビデオ対応にしようと考えているのであれば、ロジクールが提供す

る、幅広い会議室ビデオソリューションについてよくご検討いただくことをお勧めします。 
  

http://www.reconres.com/
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/tap.939-001952.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/products/video-conferencing/room-solutions/tap-ip.952-000087.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/products/sync.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/products/sync.html
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ロジクールについて 

（下記の情報はロジクール提供） 

株式企業ロジクールは、スイス連邦のローザンヌに本社を置く、人々にデジタルエクスペリエ

ンスを提供する世界的なリーディング企業、Logitech Internationalが 100%出資する日本法人で

す。さまざまなプラットフォームに対応する多彩なハードウェアとソフトウェアを通じて、デ

ジタル機器を使った生活をより快適なものにします。コンピュータのコントロール製品をはじ

めとして、ミュージックやビデオ、ゲーミングなど多岐にわたる製品やサービスを、40年以上

にわたって提供しています。 

ロジクールのビデオコラボレーションの目標は、品質を犠牲にすることなく、すべての企業と

すべての個人がアクセスできるビデオ会議ソリューションを手頃な価格で提供することです。

すべての会議室、ワークスペース、自宅でビデオを活用できるようにしたいと考えています。

ロジクールビデオコラボレーション製品の詳細については、https://www.logicool.co.jp/ja-

jp/video-collaboration.html、www.linkedin.com/showcase/logitech-video-collaboration、@LogitechVC

をご覧ください。  

 

Recon Researchについて 
 

Recon Research（RR）は、企業のコミュニケーションに焦点を当てた分析/市場調査企業です。 

当社は、ユニファイド コミュニケーション、ビデオ会議、コラボレーションとアイディエーシ

ョン、AVソリューション、ワイヤレス プレゼンテーションなどを対象にしています。 

RRは、企業のお客様、ベンダー、チャネルパートナー、プロの投資家の方々に、事実に基づい

て意思決定するために必要な情報と洞察を提供しています。 

RRは、15年以上にわたる企業ブリーフィング、市場分析、対象分野の製品およびサービスの

実地テストに基づく深い知識と経験で、他社と一線を画しています。 

詳しくは、www.reconres.comをご覧ください。 

http://www.reconres.com/
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration.html
http://www.linkedin.com/showcase/logitech-video-collaboration
https://twitter.com/logitechvc
https://twitter.com/logitechvc
http://www.reconres.com/
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 著作権通知 

本ドキュメント内の情報は Recon Research, Inc.（RR）に帰属

し、米国および国際著作権法によって保護されています。 

商標通知 

本刊行物に記載されているすべての企業、製品、サービス名

は、各所有者の商号、商標または登録商標です。 

画像・グラフィック 

本刊行物で使用されているすべての画像とグラフィックは、RR

または各所有者の厚意によって作成、所有、ライセンスされた

ものです。 

連絡先情報 

Recon Research, Inc. 

11910 レイクハウス・レーン 

パークランド、フロリダ州 

33076 米国 

http://www.reconres.com/

